
事故抑止に資する速度取締り

警察庁交通局
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１ 定置式速度取締り場所の総点検

○ 警察署

○ 取締り場所

について実施
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○ 現時点での見直し箇所

随時見直しを実施

１，１６３署

１０，４８６か所

８４３か所
９７８か所○ その他取締り力の配分見直しが必要な箇所



参考：３Ｄクロス分析（例）
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10:00～12:00
取締りが集中

14:00～16:00
取締りが集中

薄暮時～夜間
取締りが少ない

通勤時間帯
取締りが少ない

高速度（危険認知速度70km/h以上）に起因する事故発生状況

速度違反取締り状況

２ 取締りの前提となる事故分析
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y = -0.0015x + 310.42
R² = 0.897
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y = -0.0023x + 1268.6
R² = 0.5104
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３ 速度取締り場所の確保

① 民間施設の駐車場の借り受け

② 自治体が所有する空き地の借り受け

③ 各種の会合、交通安全講習等で場所提供依頼

④ 場所提供者に感謝状等を贈呈
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４ 速度取締り要望

① 国道○号で速度取締りをしてほしい

② 自宅前の道路で速度取締りをしてほしい

③ 通学路で速度取締りをしてほしい

④ 深夜のタクシーの速度取締りをしてほしい

⑤ トラックの速度取締りをしてほしい
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５ 海外の速度取締り機器

① 可搬式自動速度取締り装置

② 定置式自動速度取締り装置

③ ゾーン監視装置
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○可搬式自動速度取締り装置

○ 一定期間ごとに
設置場所を変更し
て運用

フラッシュ

カメラ

バッテリー
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○ 手軽に持ち運び
可能

○ 違反車両を感知
して警告、従わな
い車両のみ写真
撮影

○ゾーン監視装置○定置式自動速度取締り装置



○ 我が国の法体系の中で取締り装置として使用可能な

性能を有しているか

○ 我が国で運用した場合に事故抑止効果が働くか

○ 我が国の道路交通環境にマッチするか

○ 自動で写真撮影するため車両の引き込み場所が不要

○ 取締り場所の柔軟な選択が可能

我が国に導入するための検証が必要

期待される効果

課 題
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６ 取締りの路線・場所の公開

12兵庫県警察ホームページ 大分県警察ホームページ


